
■学習の流れ

概　要

身の回り（教室内）を観察し、興味をもった部分（15cm×15cm）をそっくりに描く。
◦擬態の資料写真や『美術資料』の参考作品を鑑賞し、そっくりに描く関心・意欲を高め、授業の内容を把握する。
◦教室内の壁面・床など、そっくりに描きたい場所を見つける。
◦�対象の場所を観察・下描きし、絵の具をそっくりな色に混色し彩色する。細部の色の変化は色鉛筆などの重ね塗りも活用する。
◦対象とした部分にそっくりに描いた作品を重ねて置き、教室内で相互鑑賞を行う。

評価規準

�形や色彩などが感情にもたらす効果や、造形的な特徴などを基に、よさや美しさなどを全体のイメージで捉えることを理解している。
�絵の具や色鉛筆の生かし方などを身に付け、意図に応じて工夫して表している。
�身近なものを見つめ感じ取った形や色彩、質感の特徴や美しさなどを基に主題を生み出し、心豊かに表現する構想を練っている。
�造形的なよさや美しさを感じ取り、作者の心情や表現の意図と工夫などについて考えるなど、見方や感じ方を広げている。
　�身近なものの特徴や美しさなどを基に構想を練ったり、意図に応じて工夫して表したりする学習活動に取り組もうとしている。
�　造形的なよさや美しさを感じ取り、作者の表現の意図と工夫などについて考えるなどの鑑賞の学習活動に取り組もうとしている。
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【美術資料の活用】

　実際に絵の具を混色して『そっくりな色』をつくる活動を
とおして、　　 色の三要素：「色相」「明度」「彩度」、色相環、
　　 色の調子（トーン）などを実感的に理解させたい。部
分的な色の変化は、水彩絵の具のみで表現することは難しい
ので、水彩絵の具に色鉛筆を重ねて微妙な色の違いも表現さ
せたい。アクリル絵の具を使用するときは　　　　アクリ
ル絵の具で描くも参考にする。

P.3

P.5

P.40・41

　質感の表現については、　　 質感を表すも参考にさせる。
そのものの色（固有色）に、光があたり影（陰）ができる。
質感と光と影（陰）による明暗との関係を意識させたい。凹
凸表現については、　　　空想・夢のルネ・マグリット「ピ
レネーの城」の岩の表現なども参考にできる。

P.37

P.128

ここの凹凸の感じは、どんなふうに描い
たら表現できるのか？
金属の光っているところや木のところ、
コンクリートの表現は？

思考力
判断力
表現力

こんな色をつくるには？
もう少し落ちついた色にするには？知識/技能

◆指導のヒント  �「そっくり」に興味をもたせるために、導入段階で
動物や昆虫の「擬態」の画像などの活用も有効です。

○さらに学習を深めるために

段階 活動内容 指導者の働きかけ 評価 留意点及び評価方法など

導
入　

１
時
間

○�「そっくり」と聞いて、どのようなも
のが思い浮かぶか考える。

○�最初に　　　洋画と日本画 高橋由一
の「鮭」を鑑賞し、そっくりに表現す
るポイントを確認。

○�課題の把握
○�　　 静物を描く 岸田劉生、ラトゥー

ルなど（布、木、金属）、　　　空想・
夢 ルネ・マグリット（岩などの自然
物）などから、そっくりに表現する工
夫を考える。

○�そっくりに描く場所の決定
スケッチブックに描こうと思う場所の
スケッチをする。

○�場所が決まったら、その場所の四隅を
マスキングテープでマークしておく。

○�（発問）『「そっくり」から、何を思い
浮かべるだろうか？』（回答の予想「昆
虫の擬態」「モノマネ」「ニセモノ」等）
※擬態の写真資料などの提示。

◦�形の「そっくり」と色の「そっくり」
の両方に気付かせる。

○�「みんなでカメレオンになろう」と板
書し、「15cm×15cmの用紙に選んだ
場所とそっくりな絵を描く」と課題を
説明する。

○�教室内のそっくりに描きたい場所を決
めさせる。

◦�そっくりに描くことを前提に、形や色
彩の特徴や面白さを観察し、場所を決
めるよう指示する。

◦�そっくりに描いた作品を鑑
賞し、作品の面白さや創意
工夫している点に気付かせ
る。

【発言・制作記録の記述】

◦�どのようにすれば、そっく
りに描くことができるのか、
具体的な方法を考えさせる。
形：�この題材では同じ大
きさ、同じ形

色：�絵の具を混色して同
じ色をつくる

【場所を決定する様子・
スケッチ】

展
開　

3
時
間

○�前時に決定した描く場所を確認
制作の手順を確認し、計画を立てる。

○�下書き（その場で形を写す）

○�彩色：絵の具を混色し、そっくりな色
をつくる。絵の具は乾くと色が変化す
るので、試し塗り用紙に着彩し、確か
めながら彩色を進める。

○�仕上げ：絵の具のみでは表現が難しい
微妙な色の変化は、　　 色鉛筆で描
くを参考に色鉛筆の重色なども活用す
る。

○�課題の内容、制作手順などについて再
確認する。

○�課題用紙（15cm×15cmの画用紙）を
配布

◦�写しにくい場合はトレーシングペー
パーなども使用させる。

○�試し塗り用紙（課題用紙と同質）を配布
◦�　　 色の三要素：「色相」「明度」「彩

度」、色相環などを確認するとともに
　　 トーン分類図や　　 色をつく
るヒントを参考に混色させる。

◦�　　　　水彩絵の具で描くを参考に
彩色の技法を工夫させる。

◦�目に見える色は、そのものの色（固有
色）＋光と影（陰）であることにも気
付かせたい。
（参考：　　 質感を表す）

【制作の様子】
◦�本題材のポイントは「色
彩」（色及び混色の実感的理
解）のため、形については、
基本的に実物を正確に写す
活動となる。

【制作途中の作品・
制作記録の記述】

◦�決めた場所の良さや面白さ
と、形や色との関係を意識
させる。

◦�混色については、ワーク
シート［そっくりに描く］
も活用できる。

◦�細部をより精緻に描き込む
工夫により、完成度を高め
る達成感を味わわせる。

ま
と
め
1
時
間

○�各自が描いた場所に作品を置き、相互
鑑賞する。

○�他の人の作品を見て、描かれたものと
実物を比較し、表現の工夫を感じ取る。

○�感じ取ったことについて意見交換する。

○�直感的な上手・下手の評価ではなく、
表現の工夫について気付いたことを言
語化して確かめさせる。

【鑑賞の様子】

【発言・意見交換の内容・
制作記録の記述】
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ポスターカラー、水彩絵の具、アクリル絵の具それぞれの特性
を生かした色づくりと技法を紹介しています。色づくりがしやす
いように、400色以上の色コマを示し、色料の割合を数字と丸
の大きさで表示しています。

混色を実感する

混色事典
490定価 円（税込） B5判｜32ページ｜オールカラー

42 表現 絵画

絵　画

色鉛筆で描く

色
いろ
鉛
えん
筆
ぴつ
は、誰

だれ
もが手にする親しみやすい描

びょう
画
が
材
ざい
です。芯

しん
の硬

かた
いものや軟

やわ
らか

いもの、油
ゆ
性
せい
、水

すい
溶
よう
性など多くの種類があります。それぞれの特色を生かし、自

分の意図に応じたいろいろな描
えが
き方に挑

ちょう
戦
せん
してみましょう。

　水彩色鉛筆は紙に塗
ぬ

っ
た上から水を含

ふく
ませた

筆でこすったり、芯を
水で溶

と
かしたりしなが

ら描くことができる。

●用具
色鉛筆（油

ゆ

性
せい

のもの。クーピーなどでもよい）
溶
と

き油
ゆ

（テレピン油か筆洗油を油差しに入れて使用する）
画用紙（作品用、パレット用）
綿布
マスキングテープ（まわりの余白部分に貼

は

っておく）

●溶き油は揮
き
発
はつ
性
せい
があるので、十分に換

かん

気
き
する。

●揮発した溶き油には引火の可能性があ
るので、火気には十分注意する。
●引火を防ぐため、使用後の布は水にぬ
らしてから捨てる。

水
すい

彩
さい

色鉛筆
インプリント（筋押

お

し）
　芯の出ていないシャープペンシル
などで描き、上から色鉛筆で塗

ぬ

ると
線が白く残る。

転写
　色鉛筆で塗りつぶした紙を画用紙
にあて、上から圧力をかけて描き、転
写する。

強

黄色に青色を重ねる。

白色に緑色を重ねる。

なじませるハッチング

青色に黄色を重ねる。

緑色に白色を重ねる。

弱

ぼかし

インプリント 転写

点
てん

描
びょう

絵の具大図鑑P.11

重色と混色P.38

タッチのいろいろP.36

ステンシルP.12

感情や感じ取ったイメージを、溶
と

かしてぼかす色鉛筆で表現してみよう短 時間で
つくる

！ 注意

 タッチの工
く

夫
ふう

 重色

 いろいろな描
えが

き方

 P.3「色相環」の内側の連続する色の変化を色鉛筆を使って「ぼかし」で描いてみよう。

形や色をイメージにP.12~13
発想し、構想を練る1P.26~27

　筆圧の強弱や描くスピードなどを工
く

夫
ふう

する。

　重ねる順番で色の見え方は変わる。

1太陽の結
け っ

婚
こ ん

式
し き

［色鉛筆・ペン、紙／21×29.7cm／2013年］ヤノベケンジ［1965年〜・大阪府］

❶パレット用の画用紙に色鉛筆を濃
こ

く塗る。

❷指に巻きつけた布に溶き油を数滴
てき

しみこませ、❶の色鉛
筆の粉をぬぐい取り、作品用の画用紙の画面にこすりつ
けて描く。パレット用の紙の上で混色、作品の上で重色
もできる。

• 色鉛筆やアクリル絵の具などで加筆もできる。
• 消しゴムを使って色を消すこともできる。
• 紙に残った油じみは乾

かん

燥
そう

後に消える。
• 画用紙を切って、ステンシルの型紙のようにして
使うこともできる。

美のガイダンス 色の整理 P.3〜5

↓色鉛筆で描く P.42

授業で使えるワークシート
［そっくりに描く］

静物を描く　岸田劉生
「静物−赤りんご三個、
茶碗、ブリキ罐、匙」P.52

洋画と日本画
高橋由一「鮭」P.119

↑水彩絵の具で描く 
P.38・39

昆虫がかくれています。どこでしょうか？

質感を表す P.37

美
の
ガ
イ
ダ
ン
ス

3 4 65美のガイダンス 配色の工夫色の整理 色の整理

　　　　　

暖色系 中性色

寒色系中性色

あわ

しん せん
す

はな

やわ

おだ

しぶ

さび

し

いん じょう

じゅうじつ

ぶき

濁った

は で

こ

にご

はい

中間色
（濁色）

明清色

暗清色

彩度

純色

白

黒

グ
レ
イ

明
度

三原色

色の対比

色の感情

色の調子（トーン）

色の進出・後退、膨
ぼう

張
ちょう

・収縮

色の三要素（三属性）

どちらが寒い？ どちらが強い？どちらが軽い？

色料（絵の具やインクなど）〈CMY〉（減
げん
法
ぽう
混色） 色光（テレビの光など）〈RGB〉（加

か
法
ほう
混色）

■ 色
しき

相
そう

環
かん

■ 補色
■トーン分類図

▶補色残像について

明度対比
　同じ明度の色も、暗い背景
の中では明るく、明るい背景
の中では暗く感じて見える。

　寒暖の感じは、色相と関係が深い。寒い・暖
かいの感じでそれぞれ寒色、暖色といい、ど
ちらともいえない緑や紫

むらさき

などは中性色という。

彩度対比
　同じ彩度の色も、低い彩度
の背景の中では鮮やかさを増
し、高い彩度の中ではにぶく
見える。

　強弱感は、彩度と関係が深い。一般に彩度
の高い色は強く、低い色は弱い感じがする。

色相対比
　同じ色相の色も、背景の色
相の違いで、色相の感じが違っ
て見える。

　軽重の感じは、明度と関係が深い。一般に
明度の高い色は軽い感じ、低い色は重い感じ
がする。

補色対比
　同じ彩度の色も、補色関係
の背景の中では鮮やかさを増
して見える。

無彩色と有彩色

無彩色 有彩色

補色

補色

　白、黒、灰色など色みを
もたない色をいい、明るさ
（明度）の違

ちが
いによって区別

される。モノクロームとも
いう。

　赤、黄、青のように色み
のある色のことをいう。

　シアン（Ｃ・緑みの青）、マゼンタ（Ｍ・赤紫
むらさき

）、イエロー
（Ｙ・黄）の三色のことで、混ぜると明度が低くなり黒に近づ
く。このような混色を「減法混色」という。

　レッド（Ｒ・黄みの赤）、グリーン（Ｇ・緑）、ブルー（Ｂ・
紫みの青）の三色のこと※で、重ねるごとに色の明度が高く
なり、白に近づく。このような混色を「加法混色」という。

※簡単にレッドは赤、グ
リーンは緑、ブルーは青と
いうこともある。

　有
ゆう
彩
さい
色
しょく
を色みの似ている順番に並べると、一つの環

わ
になる。

この環のことを、色相環という。
　色相環で向かい合う位置にある二つの
色の関係のこと。補色どうしの組み合わ
せは互

たが
いの色を引き立たせ、混ぜると、

無
む
彩
さい
色
しょく
に近い色になる。

　明度と彩度の違いによりトーンは分類できる。
同じトーンの色は人に与

あた
える印象が共通する。

　左図の中央の点を 20秒くらい見つめたあと、右図の点に目を移して
みよう。左図の補色が残像となってぼんやりと見える。これを補色残像
という。

　人間の目が識別できる色は数えきれないくらい複雑です。その複雑な色を分別するた
めに、いろいろな決まりがつくられてきました。みなさんも、色を決まりに沿って、順序よく
並べたり、グループ分けをしたりして整理してみましょう。

色立体
　色の三要素であ
る色相、明度、彩
度の三軸

じく
により三

次元の立体に表し
たもの。

色相 赤みの色、青みの色などの有彩色の色み（色あ
い）。

明度 明るさの度合いをいう。すべての色の中で白
がもっとも高く、黒がもっとも低い。

彩度 色の鮮やかさの度合い。

純色 各色相の中でもっとも彩度の高い色。

明清色 純色に白だけが混ざった色。

暗清色 純色に黒だけが混ざった色。

濁色 純色に灰色が混ざった色。中間色ともいう。

色の整理

色相環P.3

にぶくする

薄くする

暗くする

鮮やかにする元の画像

色相による配色

トーンの配色

同一トーン

にぶい（ダル） 鮮やかな（ビビッド）

対照トーン

濃い（ディープ）と
薄い（ペール）

類似トーン

浅い（ライト）と
薄い（ペール）

隣
とな
り合う色の組み合わせや配置のことを配色といい、基本的な決まりがあります。

色の組み合わせや並びを変えてみて、その表現効果を確かめてみましょう。

同一色相

　同一色相による配色。融
ゆう
和
わ
的

でまとまりやすいが、単調にな
りやすい。

対照（対立）色相

　色相環上の間
かん
隔
かく
が大きい色ど

うしの配色。相
そう
互
ご
に引き立てて

強く刺
し
激
げき
的な感じになる。

補色色相

　色相環上で真向かいに位置す
る。激しく刺激的になり、純色
どうしだととくに強く感じる。

配色の工夫

類似色相

　色相環上で、近い位置関係に
ある色の配色。一

いっ
般
ぱん
に、おだや

かで落ち着いた感じになる。

色の面積と配置

主調色（ドミナントカラー） セパレーション（分
ぶん
離
り
の効果）強調色（アクセントカラー）

　画面全体の色の調子を支配している色を主調色とい
う。まず表したい感じにもとづいてこの主調色を決め
るとよい。

　色と色の間に無彩色を入れると、それぞれの色を独
立させ、強

きょう
烈
れつ
すぎる配色を和

やわ
らげたり、弱すぎる配色

を引き締めたりする。

一部に、反対の性質
の色を置き、全体の感じ
を引き締

し
める。

純
色

高

低

高彩度

無彩色

濁色
（中間色）

低

明
度

め
い

だくしょく

ど

じ
ゅ
ん
し
ょ
く

どさい

む さい しょく

有彩色
ゆうさいしょく

明清色
（純色＋白）

せいめい しょく

暗清色
（純色＋黒）

せいあん しょく

美のガイダンス 美のガイダンス

マゼンタ
（M）

R B

G

黒

イエロー
（Y）

シアン
（C）

レッド
（R）

Y M

C

白

グリーン
（G）

ブルー
（B）

さまざまな色の効果

　実際に透明なものを使わず、配色で透明な印象を与える。
透
とう
明
めい
視
し

　細かい色点を並べ
て、遠く離

はな

れて見ると、
混色された色が見え
る。

並
へい
置
ち
混色

地の色の組み合わ
せによって、文字の色
あいが違

ちが

って見える。
右の図で「COLOR」は
同じ色を使用している。

ムンカー錯
さく
視
し

光と表現P.14~15

　色には色
しき

相
そう

（色あい）、明
めい

度
ど

（明るさ）、
彩
さい

度
ど

（鮮
あざ

やかさ）の三つの性質があり、
これを色の三要素（三属性）という。し
かし無彩色は明度のみで、色相と彩度は
ない。

　色は、大きく無彩色と有彩色に分けられる。

　色と色を混ぜてもつくることができない色を三原色という。三原色があれば、ほとんどの色をつくり出すことがで
きる。

　同じ色でも、周囲の色によって違
ちが

った感じに見えることがある。これを色の対比という。▼と▲の間に鉛
えん

筆
ぴつ

などを
置くと、より違ったように見える。

　同じ大きさの色面でも、一
いっ

般
ぱん

に暖色系で明度
や彩度の高い色は膨張して大きく感じ、前に進
出して見える。また寒色系の色は収縮し、後退
して見える。

　同じ色相の色でも薄
うす

い色、鮮やかな色、にぶい色、暗い色などがある。このような色の調
子をトーンという。トーンの同じ色は明度や彩度が近く、色の感じも似ているところがある。

色
しき

相
そう

環
かん

における色の位置関係によって配色を考えることができる。 色相環P.3

トーンの配色は、明るい色と鮮やかな色、鮮やかな色とにぶい色など、類似や対照をトーンの関係で考えていく。
色の調子(トーン)P.5

同じ形、色の組み合わせでも、色面や配置によって感じ方が変化する。

　色は、それぞれの色に備わる固有の感じとともに、組み合わせによってさまざまな感じが表される。見る人によっ
て受け止め方が異なる場合もあるが、寒い・暖かい、軽い・重い、強い・弱いなどの感じは多くの人に共通する。

補色P.3

補
ほ
色
しょく

き

あ
か
み
の

だ
い
だ
い

あ
か

あ
か
む
ら
さ
き

むらさき

あおむらさき

あお

み
ど
り
み
の
あ
お

あ
お
み
ど
り

み
ど
り

きみどり
きみ
のだ
いだ
い

美のガイダンス
色をつくるヒント P.7

7 美のガイダンス 色をつくるヒント

三原色で自由自在

三原色（シアン、マゼンタ、イエロー）の絵の具を混ぜ
るとほとんどの色をつくることができる。自由に混色し
て、無限に広がる色のつくり方を試

ため
してみよう。

※ここではポスターカラーの
三原色の例を紹

しょう

介
かい

する。　
※色名はメーカーによって異
なる。

イエロー　マゼンタ イエロー　シアン マゼンタ　シアン

絵の具の色の組み合わせ方や水の量を変えることによって、色の
世界が無限に広がります。混色のヒントをもとに、あなたも自分だけ
の色づくりに挑

ちょう

戦
せ ん

してみましょう。

※不
ふ

透
とう

明
めい

水
すい

彩
さい

絵の具を使用。色名はメーカーによって異なる。
12色の絵の具でつくる

白 黒藍
あ い

青緑黄緑赤朱
し ゅ

黄土茶黄レモン

ヒント色 を つ く る

色見本の下にある●の大きさは絵の具の分量。

いちばん左の列は白をベースとした混色。 〜 は3色の混色。31 36

 ◯ ●

 白 青
 ● ●
 黄 レモン

 ● ●

 黄 緑
 ● ●

 赤 茶
 ● ●

 青 緑
● ●

 藍 青

 ◯ ●

白 朱

● ●

 レモン 朱
● ●

 黄 朱
● ●

 赤 藍
● ●

 青 黄緑
● ●

 藍 黄

◯ ●

 白 茶

 ● ●

 レモン 黒
● ●

 黄 藍
 ● ●

 赤 黒
● ●

 青 赤
● ●

 青 黄土

◯ ● ●

 白 赤 青

 ● ●

 黄緑 レモン
 ● ●

 緑 朱
 ● ●
 朱 黄

● ●
 青 朱

● ●

 黄土 藍

◯ ●

 白 赤

● ●

 黄緑 赤
● ●

 緑 黄
● ●

 朱 茶
● ●

 青 茶
● ●

 黄土 黄緑
◯ ●

 白 黒

 ● ● ●

 黄 赤 青
● ● ●

 黄 赤 青
● ● ●

 黄 赤 青
● ● ●

 黄 赤 青
● ● ●
黄 赤 青

美のガイダンス
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31
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8
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34
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6
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30

36

色の整理P.3~5 水彩絵の具で描くP.38~39
アクリル絵の具で描くP.40~41 形と色の構成P.88~90

三原色P.4

2 20

28 9

32

21

15

38 39表現 絵画

重色と混色

絵　画
絵
画

水
すい
彩
さい
絵の具やポスターカラーは、身近で使いやすい描

びょう
画
が
材
ざい
です。筆の使い方を

工
く
夫
ふう
したり、含

ふく
ませる水の分量を変えたりして、いろいろな表現を生み出すことがで

きます。基
き
礎
そ
的な技法を身につけて、自分の意図に応じた表現方法を工夫してみま

しょう。水彩絵の具で描く
絵の具大図鑑P.10

絵の具大図鑑P.10

　水彩画は、紙の性質によって仕上がりが大きく変わる。 パネルの水張りP.89

水彩画に適した紙

　筆を使い終えたら、付け根まで水でよく洗い流す。
乾
かんそう
燥後は穂

ほ
先
さき
が曲がらないように注意して保管する。

筆の手入れ

画用紙 表面に凹
おう

凸
とつ

が施
ほどこ

され、絵の具が適度ににじむ。水分に弱く波打ちやすい。

水彩紙 細目から荒
あら

目
め

まで種類が多い。吸水性があり色の深みが出せる。
水に強く毛

け

羽
ば

立ちにくい。

ケント紙 表面が平
へい

滑
かつ

で強度がある。吸水性が少なく不
ふ

透
とう

明
めい

水彩でよく使われる。

和紙 繊
せん

維
い

が長く、ぬれても丈
じょう

夫
ぶ

。にじみやかすれなど独特の表現が可能。

※一
いっ
般
ぱん
的な紙の性質をまとめた。

　筆洗は、①きれいな水を
入れておくところ、②筆を
洗うところ、③すすぐため
のところに分けて使うとよ
い。ぞうきんで筆の水分を
調整したり、穂先を整えた
りする。

筆洗の使い方
③すすぐためのところ

①きれいな水を入れておくところ

②筆を洗うところ

　絵の具は、似た色が隣
となり
にくる

ように並べて置くと使いやすい。
仕切りの下の広いスペースは混
色に使う。

利
き

き手や制作状
じょう

況
きょう

に応じて、配置を工
く

夫
ふう

しよう。

パレットの使い方

制作しやすい配置例

① 水
す い

彩
さ い

絵の具
② 筆
③ パレット
④ 筆洗　
⑤ ぞうきん

　乾
かわ
いた筆に、水分量が少

ない絵の具をつけて描くと
かすれたタッチになる。

　絵の具を塗った上に、水を
含
ふく
ませた筆でなぞって色を薄

うす

める（グラデーション）。

　筆の穂先を使って、さまざ
まな色の点で描く方法。短い
タッチで色を置く方法もある。

　画面に絵の具や水をあらか
じめ塗

ぬ
っておき、乾く前に別

の色をのせてにじませる。

紙の地色を生かす
（塗

ぬ

り残す）
　紙をすべて塗りつぶさず、地
色を残しながら塗ることで光

こう
沢
たく

などを表現する。

紙の地色を生かす
（マスキングインク）
　白抜

ぬ
きにしたい部分をマスキ

ングインクで描き、乾いたら絵
の具を塗る。最後にインクをは
がす。

たらしこみ
　水を多く含ませた筆で形を
描き、乾かないうちに別の絵の
具をたらす。

洗い落とし
　一度乾いた絵の具を、水を含
ませた筆でなでて、溶

と
かしなが

ら描く。

吸い取り
乾く前の絵の具を、乾いた

筆やティッシュペーパーなどで
吸い取ると、画面に独特の模
様や空間が生まれる。

塩を使った表現
多めの水で溶いて塗った絵

の具が乾く前に塩をまくと、ま
いた部分に雪の結

けっ
晶
しょう
のような

模様が生まれる。

ドライブラシ

● 描
えが

き方の違
ちが

いによる作風の変化

● いろいろな描き方

ぼかし

点
て ん

描
びょう

にじみ

用具と使い方

 表現の技法

具
用

水と墨を工夫してP.43

風景を描くP.54~55

形や色をイメージにP.12~13

並置混色P.5~6P.6

大きく描
えが

くとき 細かく描くとき

筆の種類

彩さ
い

色し
き

筆

面め
ん

相そ
う

筆

平
筆
（
14
号
）

平
筆
（
6
号
）

丸
筆
（
12
号
）

丸
筆
（
0
号
）

鉛
えん
筆
ぴつ
を持つように軸

じく
を軽く持つ。筆を持つ位置や筆の角度は場面に応じ

て変える。

筆の持ち方

穂ほ

先さ
き

穂ほ

軸じ
く

1王子を想
お も

う人
に ん

魚
ぎ ょ

姫
ひ め

［水
すい

彩
さい

絵の具・鉛
えんぴつ

筆・パステル、紙／
35.8×48.3cm／1967年］
いわさきちひろ［1918〜74年・福

ふく
井
い

県］
ちひろ美術館 ［東京都／長野県］

地色によって色みが変化する。

水彩絵の具は基本の12 〜
18色があればほとんどの色
をつくることができる。色を
混ぜたり重ねたりして、自分
の使える色を増やしておこう。
色を重ねるときは、下の色
が乾

かわ
いていることを確認して

から塗
ぬ

ると効果的だ。

重色 混色
原色＋原色

赤＋黄

青＋黄

青＋赤

重ねると濃
のう

淡
たん

が変化する。

色をつくるヒントP.7

水
すい
彩
さい
絵の具のにじみや淡

あわ
い色調

を生かして、海の物語の世界を情
感豊かに表している。

●①①

●③③
●⑤⑤

●④④

●②②

短 時間で
つくる

「情景を描く」  絵の具で心の空を描いてみよう

❶記
き

憶
おく

や心の中にある空のイメージを広げよう。

❷【水張り】紙の両面をスポンジなどでぬらし、机に水で張り
　つける。紙の表面の水が落ち着く間に絵の具を準備する。

❸【グラデーション】空のイメージに応じて、明るい色から塗
ぬ

る。
・ポスターカラーを厚く塗り重ねると描きやすい。
・アクリル絵の具は乾きが速いので注意する。
・机などの大きな面をパレット代わりにして、筆の根元まで
絵の具を含

ふく
ませて塗り、素

す
早
ばや
く次の色を重ねる。

　・乾
かわ
いたはけで色の境目をぼかしてなじませる。

❹【雲】雲は絵の具が乾く前に筆でぬぐいとり（洗い落とし）、
　その上からドライブラシやにじみを生かして描

えが
く。

【星】表面が乾いてから、ドリッピング。
【水平線】 溝

みぞ
引きで描く。

❺描いた空に題名をつけてみよう。

●用具
画用紙
水彩絵の具やポスターカ
ラー、アクリル絵の具など
はけや筆
筆洗、ぞうきん、パレット、
スポンジやドライヤー
参考となる写真などもある
とよい。

溝引きP. 88

ドリッピングP. 13

グラデーションP. 18

水張りP. 89

　　　制作メモ　

●描
えが

きながら机をぞうきんでまめ
に水ぶきすると服や床

ゆか
を汚さない。

●描いた絵は古新聞などに並べて
乾
かん

燥
そう

させ、ボール紙などに配置
して展示してみよう。

同じ絵の具でも紙の種類を変えると表現がどのように変化するか試してみよう。
水彩絵の具で描く

52 表現 絵画

絵　画

静物を描く

たくさん並べる
　机の上いっぱいにモチーフを並べることで、にぎやかな印象になる。

いくつか並べる
　並べ方によって動きやリズム、広がり、奥

おく
行きなどが出る。

3春の花、りんごと梨
なし

 
［油彩、キャンヴァス／
73×60cm／1866年］

アンリ・ファンタン＝ラトゥール
［1836〜1904年・フランス］

メトロポリタン美術館［アメリカ］ 

画面の大きさに合わせる。 木の実を中心にして。画面からはみ出すように。

中央に一つだけ置く
　花

か
瓶
びん

やかごに盛った果
くだ

物
もの

など、一つだけ置くと存在感が強まる。
きまりをつくって並べる
　等

と う

間
か ん

隔
か く

に並べたり、規則性を考えて置いたりすることで緊
き ん

張
ちょう

感
か ん

が生まれる。

2静物−赤りんご三個、茶
ちゃ

碗
わん

、ブリキ罐
かん

、匙
さじ

［油
ゆ

彩
さい

、キャンヴァス／36.5×44cm／1920年］
岸
きし

田
だ

劉
りゅう

生
せい

［1891〜1929年・東京都］大
おお

原
はら

美術館［岡
おか

山
やま

県］ 

1花
か

瓶
びん

の花 
［パステル・鉛

えん
筆
ぴつ

、色紙／
73×53.7cm／1912〜14年ころ］

オディロン・ルドン
［1840〜1916年・フランス］

ニューヨーク近代美術館［アメリカ］

4果物のある静物 
［油彩、キャンヴァス／73×100cm／1920年］
キスリング［1891 〜 1953 年・ポーランド］
大阪中

なか
之
の

島
しま

美術館

静
せい
物
ぶつ
とは、花や果

くだ
物
もの
など静止して動かないもののことです。静物画は、風景

画や人物画と比べて、モチーフ（描
えが
く対象）が得やすいため、モチーフの形や

色の特
とく
徴
ちょう
などをもとに自分の意図や心情に合わせて、組み合わせや構図をよく

考え、そのよさや美しさをとらえて描いてみましょう。

 モチーフの配置

 主題と構図

岸田劉生

対象と向き合うP.32~33構図と遠近法P.16~17 スケッチからはじめようP.34~35

フレーミングを考えるP.99

モチーフを選んだり、それを配置したりすることからすでに制作がはじまっている。

　ものを描く上で、決まった構図はない。描く人
の主題に応じて自由に組み立てることができる。

P.133、187

119

鑑
　賞

　22歳
さい

の青
あお

木
き

繁
しげる

が、友人の画家らと房
ぼう

総
そう

（千葉県）の海に出かけたときの作品
です。大漁のイメージをたくましい裸

ら

体
たい

と荒
あら

々
あら

しいタッチで表現しています。

　上部の枝と葉は琳
りん

派
ぱ

のような
平面的に広がる構成を取り入れ
ています。一方、樹

き

の下に描か
れた落葉によって地面の位置が
示され、現実感のある空間が生
まれています。江

え

戸
ど

時代の絵と
比

ひ

較
かく

してみましょう。

3黒き猫
ねこ

 
［絹本着色／150.7×51.2cm／1910年］
菱
ひし

田
だ

春
しゅん

草
そう

［1874〜1911年・長野県］
永
えい

青
せい

文庫［東京都］

2海
うみ

の幸
さち

 
［油

ゆ
彩
さい

、キャンヴァス／70.2×182cm／1904年］ 
青
あお

木
き

繁
しげる

［1882〜1911年・福
ふく

岡
おか

県］ 石橋財団アーティゾン美術館［東京都］

　明治時代初期の日本で、はじ
めに本格的な油彩画の作品を描
いたのが高

たか

橋
はし

由
ゆ

一
いち

です。この作
品は鮭

さけ

の皮や身の生々しい質感
がとらえられています。日本画
では省略される影

かげ

が描かれてい
ることでも、鮭の質感が高めら
れています。

4鮭
さけ

 
［油彩、紙／140×46.5cm／1877年ころ］
高
たか

橋
はし

由
ゆ

一
いち

［1828〜94年・栃
とち

木
ぎ

県］ 
東京藝

げい

術
じゅつ

大学大学美術館

伊藤若冲P.146~147

描かれた生き物たちP.144~145

日本画の技法

　紙に描いたものを「紙
し

本
ほん

」、絹に描
いたものを「絹

けん

本
ぽん

」、岩絵の具などで
彩
さい

色
しき

されたものを「着色」、墨
すみ

で描か
れたものを「墨

ぼく

画
が

」といいます。
絵の具大図鑑P.11

大きさのイメージP.103

琳派P.142~143

日本画と洋画（西洋画）の描
びょう

画
が

材
ざい

の違いについて調べてみよう。 西洋との出会い

37

絵
画

❷大まかに面でとらえて
輪
りん

郭
かく

をとる。
❸光の方向と陰影に注意
し、色分けする。

目の高さによる形の変化

陰影をとらえる

基本形で考える

面でとらえる

　目の位置からの角度で、断面の見え方が変化する。

　物体の光が当たっている反対側の
表面に「陰」、机などに「影」が現れる。

硬
かた

くツルツルした質感は尖
とが

っ
た鉛筆の先で、表面に映り込

こ
む

光や影の形を観察して描く。

ゴツゴツした質感は鉛筆を
ねかせたり、立てたりして描
き、表情を出す。

　毛
け

羽
ば

立
だ

った表情が出るように柔
やわ

ら
かいタッチを重ね、曲面にそったタッ
チで丸みを表す。

　消しゴムの角で光る部分
を白く抜

ぬ
き、明暗を強調し

て金属の光
こう

沢
たく

を表す。

　単純な形に置き換
か

えてみると、形が立体的にとらえやすくなる。

目の高さ

光

陰
かげ

反射光※

影
かげ

　とらえにくい曲面の陰も、多面に置き
換えてみると、段階的に陰が現れている
のが分かる。

　上を向いている面や左右の面など単
純な面の集まりとしてとらえ、それぞ
れを大まかな明暗に置き換えて考える。

❹線を修正し形を決める。
目を離

はな
し、全体を見る。

❺合皮のつるつるした質
感など細部を描き込む。

❻全体の固有色や陰影のバランスを整
えて完成させる。

ボールペンやサインペンなど鉛筆以外の描
びょう

画
が

材
ざい

を使った表現にも挑戦してみよう。

完成作品［鉛筆、紙／51.5×36.4cm］ 

※反射光（照り返し）……光が机な
どにはね返り、陰の部分がほんのり
明るくなる。

光と陰影P.14
ものをとらえるP.32

ものをとらえるP.32

形をとらえる

 質感を表す

立体感を表す

大まかな形や比率からP.32

　描く対象の陰
いん

影
えい

を
描き分けることに
よって、立体感を表
すことができる。

　ものを描くときは、立体感を表すと同時に、それぞれの固有色（ものが
本来もっている色）や質感の違いを描き分けることが重要。

鉛筆で描く

ワークシート

そっくりに描く 
『美術資料』 P.3～5 色の整理、P.7 色をつくるヒント 

１． そっくりに描きたい場所や物を観察して、その色はどのように混色すると表現できるでしょうか。 

描きたい場所や物……＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 

２． １で予想した色の組み合わせを使って混色し、○の中にぬりましょう。また、使用した絵の具の色名を 

〔  〕の中に書きましょう。 

年    組   番 

名 

前 

混混色色すするるととききののヒヒンントト  

・中心となる色を P.3「色相環」の 12 色 

の中から見つけましょう。 

・P.5「トーン分類図」、P.7「色をつくる 

ヒント」を参考に、色を探しましょう。 

・予想した色の組み合わせを、少しずつ 

加えて、混色しましょう。 

＋   ＋ 

＋   ＋  

＋   ＋  

■実践事例 第 1学年　 ５時間

（絵の具＋色鉛筆の併用）
絵画　みんなでカメレオンになろう

Ａ表現①




